
成長する企業には独自
の戦略がある。企業の
今を、そしてこれからを
創るその戦略に迫る

第
二
七
回

第
二
七
回明日を拓く明日を拓く企業の戦略企業の戦略

Strategy of the company to open up tomorrowStrategy of the company to open up tomorrow

研究室・試作室・表面改質室・環境試験室を併せ持つ表面処理研究所。研究室・試作室・表面改質室・環境試験室を併せ持つ表面処理研究所。
技術提案型企業として最先端のめっき加工技術の研究と開発に取り組み次世代の技術開発を目指す技術提案型企業として最先端のめっき加工技術の研究と開発に取り組み次世代の技術開発を目指す

本　社　岡山市北区野田3丁目18番48号
事業内容　�自動車、電子部品などのめっき加工
代表者　難波圭太郎
設　立　昭和45年（1970年）
資本金　2,000万円

▶�

難
波
圭
太
郎
氏
は
大
学
卒
業
後
、
大
手
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
で
4
年
間
勤
務
。2
0
0
0
年
に
オ
ー
エ
ム

産
業
に
入
社
。2
0
0
3
年
1
月
か
ら
３
代
目
社
長
に

就
任
。
大
学
時
代
に
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た

経
験
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
事
な
こ
と
は
人
と

の
繋
が
り
で
あ
り
、や
る
べ
き
こ
と
は
明
日
で
な
く
今
日

や
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う

▶�

鉛
を
使
わ
ず
皮
膜
表
面
に
ウ
ィ
ス
カ
ー
（
ひ
げ
状
の

金
属
結
晶
）が
発
生
し
な
い
よ
う
独
自
に
開
発
し
た

ウ
ィ
ス
カ
ー
フ
リ
ー
鉛
フ
リ
ー
は
ん
だ
め
っ
き
加
工

技
術
。
環
境
対
応
性
も
高
く
2
0
0
4
年
に「
岡
山
・

わ
が
社
の
技
」に
認
定
さ
れ
た

▶�

８
社
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
る
企
業
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
。
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
み
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
始
め
た
。
他
社
社
長
か
ら
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
交
流
す
る
な
か
で
、
自
分
の
会
社
し
か
知
ら

な
か
っ
た
社
員
が
少
し
外
向
き
に
な
っ
た
」と
評
判

こ
の
ほ
か
に
も
国
内
外
の
大
学
や
研
究
機
関
と

の
共
同
研
究
に
よ
り
、「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
優

秀
賞
」や「
お
か
や
ま
産
学
官
連
携
大
賞
」を
受
賞

す
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
得
る
開
発
が
続
い
た
。

現
在
も
岡
山
大
学
、
岡
山
県
立
大
学
、
関
東
学
院

大
学
、
東
京
大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

社
員
の
成
長
へ
手
厚
い
支
援

こ
う
し
た
研
究
開
発
に
積
極
的
な
社
風
の
素
地

は
、
20
年
ほ
ど
前
の
ド
イ
ツ
の
研
究
所
視
察
な
ど

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。
表
面
工
学
の
世
界
的
な
第

一
人
者
で
あ
る
関
東
学
院
大
学
の
教
授
に
同
行
し

た
と
こ
ろ
、海
外
で
は
博
士
の
肩
書
は
絶
大
で
、最

先
端
の
研
究
所
を
す
み
ず
み
ま
で
丁
寧
に
案
内
し

て
も
ら
え
た
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
。

教
授
か
ら「
こ
う
い
う
人
材
育
成
も
あ
る
」と
教

え
ら
れ
、
開
発
部
門
の
エ
ー
ス
だ
っ
た
係
長
を
関

東
学
院
大
学
大
学
院（
修
士
課
程
）に
送
り
出
す
。

給
料
、
学
費
、
住
居
費
等
の
会
社
負
担
は
も
と
よ

り
、
開
発
現
場
の
エ
ー
ス
が
不
在
と
な
る
こ
と
の

技
術
力
低
下
を
覚
悟
の
う
え
で
の
試
み
で
あ
っ

た
。結

果
、開
発
係
長
は
２
年
後
会
社
に
復
帰
し
、研

究
を
続
け
な
が
ら
博
士
号
を
取
得
、「
岡
山
・
わ
が

社
の
技
」の
認
定
を
受
け
た
技
術
開
発
な
ど
に
力

を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
社
で
は
現
在
、

入
社
後
に
博
士
号
を
取
得
し
た
４
人
を
含
め
５
人

の
博
士
が
在
籍
し
て
い
る
。

技
術
者
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
近
年
は
T
P
M

（
全
員
参
加
の
生
産
保
全
・
生
産
経
営
）や
ト
ヨ
タ

生
産
方
式
を
中
心
に
、
社
員
教
育
に
も
力
を
注
い

で
き
た
。
そ
し
て
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
が
育
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
２
０

１
９
年
に
は
め
っ
き
加
工
ラ
イ
ン
ご
と
の
事
業
部

制
を
導
入
、
顧
客
と
の
交
渉
か
ら
受
注
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
品
質
管
理
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
で
行
う
こ
と
で
、
顧
客
対
応
な
ど
業
務
に
ス

ピ
ー
ド
感
が
出
た
と
難
波
氏
は
実
感
し
て
い
る
。

難
波
氏
は「
う
ち
の
売
り
は
社
員
で
す
。
お
客

様
の
課
題
や
問
題
を
解
決
す
る
の
は
人
で
あ
り
、

そ
こ
が
わ
が
社
の
一
番
の
強
み
で
す
」と
断
言
す

る
。
博
士
号
取
得
の
み
な
ら
ず
、
社
員
が
勉
強
し

た
い
と
思
っ
た
時
に
そ
の
機
会
と
環
境
を
作
り
、

立
ち
止
ま
っ
て
い
る
社
員
に
は
刺
激
を
与
え
る
、

自
身
は
そ
ん
な
存
在
だ
と
い
う
。

グ
ル
ー
プ
企
業
共
同
で

新
た
な
取
り
組
み
へ

2
0
1
3
年
に
は
表
面
処
理
研
究
所
を
開
所
、

さ
ら
に
研
究
開
発
に
力
を
入
れ
た
。
電
子
部
品
で

使
用
さ
れ
る
金
め
っ
き
加
工
の
代
替
加
工
な
ど
で

使
わ
れ
る「
モ
ノ
ク
リ
ス
タ
ル
ス
ズ
め
っ
き
加
工
」

の
事
業
化
で
会
社
の
認
知
度
が
上
が
る
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
大
手
企
業
や
首
都
圏
の
企
業
に
も

引
け
を
取
ら
な
い
ほ
ど
に
開
発
・
製
品
化
の
依
頼

が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
約
50
年
前
に
分
社
さ
れ
て
以
降
、
別
々

の
道
を
歩
ん
で
き
た
グ
ル
ー
プ
企
業
の「
人
と
技

術
」を
再
結
晶
化
で
き
な
い
か
と
考
え
、
2
0
1
8

年
か
ら
グ
ル
ー
プ
企
業
の
技
術
開
発
に
携
わ
る
メ

ン
バ
ー
が
毎
月
１
回
集
ま
り
、「
開
発
交
流
会
」を

開
い
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
の
自
己
紹
介
に
始
ま
り
、
技
術
の
実

証
実
験
の
相
互
依
頼
な
ど
を
経
て
、
近
年
、
連
携

す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
発
想
を
も
っ

て
、〝
Ｏ
ｎ
ｅ 

O
M
〟で
商
品
を
作
り
出
そ
う
と
い

う
レ
ベ
ル
に
発
展
し
て
き
た
。
現
在
は
オ
ー
エ
ム

機
器
㈱
の
主
力
製
品
に
あ
た
る
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
パ
ネ

ル
に
、
オ
ー
エ
ム
産
業
㈱
で
め
っ
き
加
工
を
施
す

ヒ
ー
タ
ー
フ
ロ
ア
の
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
か
ら
高
度
な
技
術
が
求
め
ら

れ
る
め
っ
き
加
工
。
難
波
氏
は「
め
っ
き
の
こ
と

な
ら
オ
ー
エ
ム
の
○
○
さ
ん
に
聞
く
と
い
い
よ
、

そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
社
員
が
も
っ
と
増
え
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
笑
う
。

自
動
車
か
ら
電
子
部
品
へ

新
し
い
技
術
を
求
め
て
挑
戦

オ
ー
エ
ム
産
業
㈱
は
、
1
9
4
3
年
に
日
興
電

化
工
業
㈱
と
し
て
め
っ
き
加
工
を
生
業
に
難
波
氏

の
祖
父
が
創
業
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
飛
行
機

や
船
舶
部
品
の
め
っ
き
加
工
を
請
け
負
っ
て
い

た
。
岡
山
市
大
供（
当
時
）に
あ
っ
た
工
場
と
事
務

所
は
岡
山
大
空
襲
で
焼
失
、
戦
後
は
場
所
を
移
し

事
業
を
再
開
す
る
。
自
動
車
部
品
の
め
っ
き
加
工

受
注
を
き
っ
か
け
に
、
自
動
車
部
品
製
造
、
め
っ

き
加
工
、
建
材
製
造
の
３
部
門
で
事
業
を
展
開
し
、

1
9
7
0
年
に
め
っ
き
加
工
事
業
を
分
社
し
た
の

が
オ
ー
エ
ム
産
業
㈱
で
あ
る
。

1
9
8
0
年
代
、
め
っ
き
加
工
の
対
象
を
電
子

部
品
へ
と
広
げ
た
こ
と
が
転
機
と
な
っ
た
。
電
子

部
品
は
今
で
こ
そ
最
先
端
で
あ
る
が
、
当
時
は
安

価
で
他
社
が
あ
ま
り
手
を
出
さ
な
い
分
野
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
同
社
は
早
く
か
ら
県
工
業
試
験
場

（
現
・
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）と
の
共
同
研
究
な

ど
に
取
り
組
み
、
高
め
て
き
た
技
術
力
が
業
績
を

伸
ば
し
て
い
く
。

中
で
も
鉛
を
使
わ
な
い
は
ん
だ
め
っ
き
加
工
で

は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
る
皮
膜
表
面
の
ウ
ィ

ス
カ
ー
（
ひ
げ
状
の
金
属
結
晶
）の
発
生
を
抑
え
る

独
自
の
技
術
が
、
2
0
0
4
年
に「
岡
山
・
わ
が
社

の
技
」に
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
画
期
的
な
開
発
は

環
境
に
も
優
し
く
、
顧
客
に
も
喜
ば
れ
受
注
の
増

加
に
つ
な
が
っ
た
。

成
長
の
源
泉
は
人
材
育
成

多
様
な
連
携
で
次
世
代
の
技
術
開
発
に
取
り
組
む

　

装
飾
し
た
り
、
新
し
い
機
能
を
付
与
し
た
り
す
る
目
的
で
素
材
の

表
面
に
金
属
の
薄
い
皮
膜
を
施
す
技
術
、
め
っ
き
加
工
。
自
動
車
、

家
電
、
装
飾
品
、
生
活
用
品
な
ど
幅
広
い
分
野
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、

岡
山
市
北
区
の
オ
ー
エ
ム
産
業
㈱
は
、
国
内
外
の
大
学
や
研
究
機
関

と
も
協
力
し
、め
っ
き
加
工
の
新
技
術
を
追
求
し
て
い
る
。
2
0
0
3

年
に
３
代
目
社
長
と
な
っ
て
約
20
年
、
難
波
圭
太
郎
氏
に
同
社
の
特

色
と
目
指
す
企
業
像
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

オ
ー
エ
ム
産
業
㈱

オ
ー
エ
ム
産
業
㈱

聞
き
手
・
執
筆

井
ノ
上
美
恵
子

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
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